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このたび、本学は独立行政法人大学改革支援・学位授与機構の「大学・高専機能強化支援

事業」（高度情報専門人材の確保に向けた機能強化に係る支援（支援２））のハイレベル枠に

採択されました。 

本学の取組は別添の学長コメント及び取組概要図をご参照下さい。 

滋賀大学は、「未来創生大学」の理念のもとに、本事業を通じ、我が国の産業と社会の高

度化に積極的に貢献してまいります。 

＜参考＞ 

本事業は、デジタル・グリーン等の成長分野をけん引する高度専門人材の育成に向けて、

意欲ある大学・高専が成長分野への大胆な組織再編に予見可能性をもって踏み切れるよう、

政府が新たに基金を創設し、機動的かつ継続的な支援を行うものです。 

詳細は文部科学省 HP、大学改革支援・学位授与機構 HP をご覧ください。 

<文部科学省 HP：成長分野をけん引する大学・高専の機能強化に向けた基金による継続的

支援 -「大学・高専機能強化支援事業」の初回公募選定結果について（報道発表資料）> 

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kinoukyouka/index.html 

<大学改革支援・学位授与機構 HP ：助成事業選定結果> 

https://www.niad.ac.jp/josei/selection/ 

※県政記者クラブにも同内容の資料を提供しております。
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本⽇、本学の⼤学院データサイエンス研究科博⼠前期課程の定員倍増超と DS 学部定員増
などを内容とする提案が令和５年度⼤学・⾼専機能強化⽀援事業において、ハイレベルな取
り組みであるとの評価を得て採択されました。 

滋賀⼤学は、デジタル⾰命の進展に⾼等教育機関として初めて本格的に対応するため、
2017 年に⽇本初のデータサイエンス学部を創設し、更により⾼度な専⾨⼈材育成などを⽬
指し、⼤学院データサイエンス研究科を創設し、数多くの企業等からの社会⼈派遣を受⼊れ、
他⼤学卒業⽣を含め、多数の有能なデータサイエンティストを育成し、産業界を始め⾏政・
社会から⾼い評価を得てまいりました。 

デジタル化の加速的な進展を背景に⾼度情報⼈材は今なお不⾜感が極めて強く、その期
待に応えることは、本格的なデータサイエンス教育研究を重ねてきた滋賀⼤学の使命であ
ると考え、今後、滋賀⼤学は、データサイエンス研究科博⼠前期課程の定員を現⾏の 40 名
から令和 11 年までに 100 名へと⼤幅に拡⼤します。これは、データサイエンス・AI 分野の
⼈材育成という我が国にとって喫緊の課題の解決に⼤きく貢献するものです。また、データ
サイエンス学部についても学⽣定員を 100 名から 150 名に、1.5 倍増させる予定です。 

滋賀⼤学は「未来創⽣⼤学」の理念のもとに、データサイエンス・AI 分野のトップラン
ナーとして、我が国産業と社会の⾼度化に積極的に貢献してまいる所存であります。 

関係の皆さまのご理解、ご声援をよろしくお願いいたします。 
 
 




